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昭和 56年 8月台風 15号災害概要 江別市ク月よ日現在

石違測定
気象 23日午前5時 大雨洪ホ誓報発令

降雨量 /90. 8'mm 
24日午後俎寺5~

(8月23日午後9時）
状況

大雨洪水誓報解除

測定か所 指定 誓戒 計画高 最高水位 25日午前碑寺

石狩大橋 4.切Ill 5. d'J 8. 75 田 俎日糾0:oo 3• 11 ni 
石 6. 05 El 

主要河川の
狩 月形大橋 認． OO 13. 80 16. 60 6.お

)II 橋本町 24. oo 26. l0 28. g 20. 34 

夕張
清幌橋 認． 50 13.双 15. 8? ホ位状況 )11 

千 浄水湯 認秘階OO
歳

JII 舞鶴橋 7.因〕 9. 71 

路 線 1規制日時 状 況

8丁目275号線～兵昏通 8/ 蕊 滞水、 18!00江別ガス～

道路交通
2線排水

旭通り立号線～野幌消防 々 滞水

4丁目 卸売市場～鉄西線 々 々

一番町一帯郷医院、線路付近 々 々

米里線 々 々

道々江別恵庭線 々 々、筋違路面損壊

規制状況
市道白樺通 々 滞水

僑通 l.O丁目～11丁目 々 ，，、縦貫道工事部分

大麻アンダーパス
8々/ 認認： 45 滞風水倒木障害

江別小学校と神社問の通り

認丁目 僑通～？号橋 々 迄： 00 滞水

旧国道伊遠屋敷～2号線

地 区 名 指示時刻 状 i兄 解除時刻

避難の指 緑町西3丁目一帯 0/23 ? ： 35 約杖）世帯床上床ヘ 召蕊4認： 00
野幌代々木町（天神自治会） 々 7：如 2世帯 浸ホ 14 :oo 
東野視（駅裏、本町含む） 々 8: 15 約50世帯 々 ／々24 19：耳

示と解除 束野幌第3、第山農事組合 々 誌： 05 々 8 出3:00

八幡全城 々 18 :20 々 々 認：co

1.農地災害 浸冠水面積 1,805謳
その他の 2.追 路 等 兵村3丁目3香通～4番通閲、 8丁目江別ガス付近

芭そ兵臼庭9の日I緑氾SよTり筋日西違5●ち99●炉付こ,•埠・近9ク封・シ．知に．閲・ら.. 札幌高科大付近寧 項
3．下水道復l日エ寧 t．・；； 9、99『’~ •、t9,、},‘:,' •紅/'..,̀ '>·K >• 
4.防疫活動

ヽ

•• f.
 ,

J

 

•
各
¥/． 
S
 

~‘`”. 

， 
,, I 
j 

x ← -/←9胃^．．： ／ 



汀~3 街 地 周 辺 部

急激な豪雨により、 23日未明から 主として内水により

浸 水

条丁 目 朝 日町 江別太 哀 津

一番町 上江別 美 原 豊 栄

繰 町 東野幌本町 J¥ 幅 角 山

状 況 東光町 野幌町 下の月 豊 幌

あけぼの町 野幌代々木町 上江別 機晨協和

などで雨水があふれる
東西野幌

それぞれ浸冠水

地区名 床上 床下 地区名 床 床下

角 山 1 5 
周 美 原 元 野 幌 ， 

辺 篠 津 1 上 江 別 2 

部
J¥ 幡 l 蕊 大 麻 4 

家屋 の

江別 太 l 西 野 視 1 1 

条丁 目 l 2 東野幌本町 11 31 

市 緑 町 野幌住吉町 2 2 
勾 祁

元 江 別 埠 番 町 Ei 27 

被害状況
街

上江別西町 6 東 野 幌 5 蕊

地
野幌代々木町 1 東 光4 町 1 ， 

萩 ケ 岡 l 
野幌 町 l l3 あけぽの 町 8 

合 計 &i 31? 

開設場所 人 員 避難地区

最高時 45 世帯 159 人

避難所
中央公民館

現在 3 7 八幡、英原、一番町

最高時 4 14 

野幌公民館

現在
京野幌第3、第4

被害総額 る億＄， 797万3千円（内訳 色宗万苔11意3戎23万8干円、農菜被害4億6,054万
7千円、土ホ被害4,550万円、その他1,968万8千円）※9月2日現在
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北海道江別市

気象状況
札幌管区気象台の発表によると、発達した日本氾

低気圧による前線ガ北洒適上空に停滞。この影習で

8月3巳力ら5日まで適央部を南北1こ横切って強い

雨雲ガ居座り続け、雨雲1こ沿つだ空知、石狩、胆振

地方の一部に降り始め力ら 300ミリメートルを越え

る雨量をもたらしましだ。

雨は、 4日夜1こ一時峠を越すと予想されていまし

たが三陸沖に達した台風12号の影営を受け、各市

町村に観測史上最大の雨璽を記録させました。

3日間降り続いだ雨も、 6日朝になってようやく

ゃんで、北洒遵地方はほぼ全道的に晴れ間ガのぞき

ました。

災害の概況
道央中心に降つだ集中豪雨の江別市の雨量は、 8

月6日午前3時現在で 326.4ミリメートル（昭和50

年8月災害では 179ミリ）を記録しました。

石狩川の最高水位は、 6日午前2時に9メートル

23センチ腐を記録し、昭和50年8月災害の最高水位

アメートル91センチ腐を大きく上回りました。

まだ、石狩川の増水の状況を見ると、 4日午前9

時硯在の水位96センチ邸であっだものガ、指定水i立
の4メート）レ70センチ席に達しだのは同日午後8時。

警戒水位5メートル60センチ如こ達しだのは3時間

後の午後11時で、昭和50年8閂災害と比較し約4時

ー



間早い水の到達となりました。このことは降雨ガ道

央中心に襲つだものであり、いかこ水の流れガ早力

つだ力ということを物言吾つています。 3 日• 4日の天気函
このだめ、石狩J日を始めその支流、市内の小河川

排水溝などガ培水、溢水し、さらに石狩川堤防2カ

所と幌向Ill堤防1カ所ガ決壊して、本道交逹の大動

脈である国鉄函館本線あよぴ国道12号線ガ豊幌地区

で冠水し逹行不能となったほ力、各地域で家屋や震

作物浸水などの影営を受け、多大な被害をあよぽし

ましだ。

各河川の状況
異常な降雨量により、各酒川とも満水状況となり、

そのだめ名所で洞水、溢水、決壊状態を起こしまし

だ。被害を受けだ地区と河川の状態は、八幡地区ガ

篠津運河新川橋付近力ら溢水。美原、篠津地区は篠

津Illのはんらんと、石狩1日本流36~37線間の2ヵ所

ガ決壊。竪幌地区は幌向川西1号橋下流地点1カ所

決壊。中島地区は膝津Illの溢水。角山地区は厚別川、

江別太地区は夕張川と千歳川、東野幌と上江別地区

は干歳Illの溢水と早苗別Illのはんらんにより冠水、

浸水の被害を受けましだ。

※石狩Illの水位の動きは、図のとありで弓。堤防

破堤は、石狩Illガ6巳午前2時30分。幌向川は同

巳午前2時35分で可。

被害の状況
8月22日現在、被害総額は561意5, 381万6,

000円［こあよんていま可（内訳は表のとあり）。

被害の状況は、家屋の全壊、床上・床下浚水合わ

せて 1, 02  5棟で、製畜舎などを加えると 1, 9 

1 0棟［こなりました。

田畑の冠水・浚水を合わせだ面横は5, 509へ
ワタールになり、このほ力製業被害として肉用牛20

頭、豚1, 1 0 0頭、ニワトリ382羽ガ死亡まだ

は行万不明［こなりました。

土木被害では、道路は9カ所、公園2ヵ所、橋1

ヵ所ガ被害にあい、教育施設では豊幌小学校ガ床J::
2・4メート）レまで冠水し、教室、屋内体育館、廊

下などガ隆起しだ［ま力、教材、教具などは全滅の状

態になりました。まだ、社会福祉施設の福祉法人患
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暁園、静苑ホームは1階天井まで水ガ達し、再開ま

で相当の期間を幽要する事態となりましだ。

このほか上水道施設では豊幌結水ポンフ場ガ水 5日・ 6日の天気函
没。下水迫処理場も機械室など4, 500平方メー

トルガ水没する被害を受けましだ。

戸`
をJ 

避難の状況
避難地区の範囲は、野幌・大麻の高台地域を除き

全市的にあよぴましだ。

避難所は、中央公民館ほか3ヵ所に設け、適宜対

廊しましだ。避難人員は 1, 5 26世帯、 5, 31 

4人にあよぴ、 5日力ら20巳までの期間結食や寝具

の供給を行いましだ。まだ、大規模な避難所には看

譲婦1人を配習し、保健婦6人によって全避難所を

巡回指尊しましだ。

被災地の防疫については、 6日力ら市街地を中心

に始め、 4班16人で逐時各地区への作業も開始しま

しだ。
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被害状況内訳

胃
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頂 自 単位 被害数 被害金額：干弓） 種別 項 目 単位 被害数 被害金額（＃）

全 慄 数 慄 4 
河
決壊 ヵ所 2 60,000 

世帯数 世帯 4 道 溢水はん濫 ヵ所

1主 壊 人 員 人 16 7,489 
Ill 
決壊危険 カ所

工水
棟数 慄 416 工 言t ヵ所 2 60,000 

家 世帯数 世帯 440 
:t 

道 適行不能 ヵ所

人貝 人 1,993 902,303 声ヲ 損 壊 カ所 ， 5,310 
被

>水
裸数 棟 605 

木
路 計 ヵ所 ， 5,310 

世帯数 世帯 637 決壊 カ所

害 人貝 人 2,426 8,500 
洞
溢水はん濫 ヵ所

裸 数 慄 1,025 
市
決壊危険 カ所 3 62,750 

計 世帯数 世帯 1,081 
被 Ill 

計 カ所 3 62,750 

人 貫 人 4,435 918,292 
工
道 達行不能 ヵ所

流出 ha 損壊 ヵ所 31 61,403 
製 田
埋没 ha 1.3 15,000 

害
路 計 ヵ所 31 61,403 

膜 流出 ha 橋 流 失 ヵ所 1 1,420 
地 畑
埋没 ha 9.0 18,700 

事
破 損 カ所

業 浸冠水 ha 2,011 1,810,614 梁 計 ヵ所 1 1,420 
膜 田
1到状 ha 商工業被害 435,720 

被 作 浸冠水 ha 3,498 1,222,371 そ 社会福祉施設被害 315,432 
物 畑
I乳状 ha 衛生施設被害 I 4,559 

害 その他農業被害 633,752 の 文 教 被 害 54,800 

計 3,700,437 都巾施設被害 19,383 

水
漁流 失 他 そ の 他 1,819 

喜
船破 損 酎 831,713 

蕪貝及ひ施設 12,491 
被害総額 5, 653, 816 

害 計 12,491 

避難所開設状況

施設名 所在地 開設日時 涸開始彫刻 最大収容人員 閉鎖時刻 収容者の地区

136 也椿； 人

I~ 肖年センダー 紐町西2了目138月5日4:008月5日9:00 480 8月20日17:00条丁目・繰匂・翌幌・八幡・角山良兄日・咀日逼•あけ［ま

の町・美原・蚕辺．，I因太

2. 0央公民認 禄町西1丁目38 JI II 10:00 110 384 8月9日13:25灸了目・編岡・元江因・璽幌・角山•更光匂・英原 •.t 江困

更町・江因太•投泣

3.江81iii農囲 6条8丁目 99 ）） 16:00 52 200 8月13日8:30豊幌

4男畏公民箇 野幌佐々 不町54 II “ 4:00 咬 78 8月8日18:20更西召幌・豊幌

5第一中字校 上江9」西町40 II ）） 18:20 35d 1,141 8月8日7:00 貝光岡•あけ1まの日・ J: 江8」戻日・問西印・同岡岡 •J:江9」

6，江窃神社 荻7岡14 ” “ 1 0:oo 47 1 7 1 8月8日10:00
灸了目・八幡・角W ・中島・衷啜•江8」太・篠迂

？．福社センター 又奈台7~4 II // 8:30 3 164 老人ホ-D・あIれまの町

8.改邑センター（サフ） 寧 157 8月6日2:008月6日2:00 18 101 8月6日18:30貝野巻・西男幌

9更兄兒盪認 貝光町27~7 8月6日19:oo ｝） 1 9:00 ， 36 8月8日9:oo夏元匂
10穴麻会臼 大麻宮町10 8月589:00 8月5日9:00 1 ＜ 8月7巳15:40穴丙

11第三小学校 緑町西1丁目37 II 4:00 8月581e:oo 141 790 8月6巳17:55八幡・中島・戻光町・喝日町・あけ［まの道・江9」太

12，江 BJ小学校 萩ヶ岡19 )) II 1s:oo 440 1，546 8月6810:30 灸丁目，更光喝，硝8匂，おけほの匂，上江gJ更逼，
同西町・同南町・江別太 •.t江8」

13，中央小学校 元江Si541 ij ）） 20:40 64 1 56 )) 14:00 角山・戻光町・硝日町・祢プ1まの町・上江8J・.t江困更町・
同西町・同同匂•江g」太・病院(8男g院・己Ill!:院I

14紐町第2自沿会包 縁岡策3丁目 “ ” 5:35 19 62 8月5日 9:00緑匂

合 St 1, 526 ； i ： 5,314 
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石狩川の水位
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危I険水I位 II 
9rnI 23 

幌向I川I、石I狩／I11堤I防決I壊
＇、 胃•~， ヽ
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ら， .. -:"... ·•. 

‘̀ 
u .. •.. ＇ 
. ... /（50年8月72m49日120時)．．． ·•. 

｀ヽヽ ;, •' ．． ・. 
警戒7j(位 ・. .. 
ヽ ； .. 
；七50年6月台風災害時の水位
： （時間の経過は同じ）

．． ヽ： 
指定水位 ヽ
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： 
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10時14 19 22 2 6 10 14 19 22 2 6 10 14 19 22 2 6 10 14 19 22 2 6 10 14 18 22 2 6 10 14 

4日 5日 5日 7日 8日 9日

石狩川および夕張川、千歳川の水位一覧表〔 ）書は最高水1立を示す

観測所 石狩川 夕張川 干歳川 観測所 石狩川 夕張川 干歳川

指定水位＼ （石狩大橋） （消幌橋） （浄水湯）
指定水 1立＼ （石狩大橋） （清呪橋） （浄水揚）

警戒水 1立＼ 4m70 12m50 5m50 警戒水 1立＼ 4m70 12m50 5m50 

危険水 1立＼、 5m60 13m30 6mOO 危険，KI立＼ 5m60 13m30 6mOO 

日時 ＼ 8 m71 15m87 9m18 巳時 ＼ Sm 71 15m87 9m 18 

8用
9時00分 Om96 2時00分 7m76 Sm30 

4日
20:00 4 • 87 6 : 00 7 • 38 7 • 90 

13: 00 5 • 61 12m69 6M40 
7日
10: 00 7 ・ 04 7 • 55 

2: 00 6 ・ 21 6 ・ 67 14: 00 6 ・ 65 7 • 16 
6: 00 6•77 7 ・ 21 1a:oo 6 ・ 26 6・77 

5日
10: 00 7 ・ 14 12・79 7 ・ 60 22: 00 5 ・ 87 6 ・ 38 

14:00 7 ・ 64 13 ・ 85 8 ・ 12 2 : 00 5 ・ 47 6 ・ 60 

1s:oo 8 • 18 14 ・ 21 8 ・ 73 6: 00 5 ・ 08 

22:00 8 ・ 85 14・49 9 ・ 43 10: 00 4 ・ 74 

2: 00 〔9・ 23) 14・12 〔9・ 86〕
8E} 
14:00 4 ・ 40 

6: 00 8 ・ 95 
夕張川の最

9 ・ 54 18: 00 4 ・ 11 

6日
10: 00 8 ・ 76 

高水1立は5
9 ・ 29 22:00 3 • 87 

14:00 8 • 58 
日21時00分

9 ・ 10 

1 8 : 00 8 ・ 34 
14M50。 8 ・ 87 9E] 

22:00 8 ・ 10 8 ・ 59 
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緑町西3丁目 (5日庫11: 00) 

◄冠水しだ学校通り
(5日叫8: 00) 

▼住民を救助に向かう道警

(5日庫11: 30 
北洒タイムス社提供）

緑町西3丁目 (5日瓜7: 30) 
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豊幌西1号橋 (5日閲7: 00) 

条丁目干歳J/1堤防横
(6日俎0: 30) 

',亨‘

豊幌地区 (5日PM3:30• 北海道新聞社提供）

ベ，， Jヽ
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水
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江別小学校避難所 (5日PM9: 00) 青年センター避難所 (5日俎10:30) 

鉄東線江別駅裏付近 (6日AMO:30) 
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国
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石狩川をプレハプガ流れる

（中島• 5日PM6: 00) 

篠津運河石岸新川橋付近で越流 (6日AM5: 00) 

水
没
し
だ
豊
幌
地
区

%
v
3
 

(
6
日
庫
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45
．
缶
日
新
聞
社
提
供
）
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一面の湖と化しだ豊幌函館本線付近 (6日俎11: 30) 

i 

- -さ

『"＇’
住民を救助する消防本部のポート（豊幌 6E3庫11: 30) 

►

水
没
し
だ
道
央
縦
貫
道
工
事
ガ
所

（
元
野
幌

6
巳
P
M
o
;
0
0
)

►
国
道
1
2号
線
も
こ
こ
ま
で
（
豊
幌
・
国
鉄
線
陸
橋
．

6
日
1
1
"
3
0
)
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「,"
◄

屋
根
の
下
の
線
が
最
高
水
位
を
示
す
（
美
原
）

名

▼石狩川堤防決壊ガ所（美原• 5日16:00) 

220"' 

▲豊幌小学校の内部

◄堤防の決壊で流されだ土砂（豊幌）
▼豊幌小教員住宅の防疫

/ 9 ゞ心バ忍翠＇’/んがで‘~ / ~ ~ ~ ◇ツヘ心とさ~ " " "~ ユ` ~ 叩~ ~ ”・E →ん ？ 

A300メートルも移動して田んぽのまん中で ｝ 

止まつだ納屋（美原） ！ 
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決壊寸前だつだ干歳川（下の月）

〉`～
E
』
t
 

恵明園の内部 (10巳PMS: 00) 

消防ポンプ車による排水（東光町 6日111,10:30) 

友好都市・土佐市からも廊援団（福祉センター）

ねじまがつだ用水路（美原）

逃げ遅れだ豚（美原 6日PM2: 00) 

14 



9IIIL.9• 一， •-
政府調査団も豊幌へ (8日PM1 : 00) 角山サツラク農場付近 (6日AM7: 00) 

". 

上江別西山団地 (6日PM3: 00) 
9 - ： 

泥で汚れだ家具を洗う住民（豊幌 •BBPM2:oo)

東野幌下の月 (7日PM3: 00) 団体・個人から見舞金品が贈られる

15 
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叫
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双
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｀
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狂
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＇
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U11建江別事棠所の職貝と地元農家の人たち
―ヽ日午畿9..50分、絨向"'北斗地～亡ト

「
函
館
」
な
と
十
線
不
通

浸
水

8月5日（水）北海道新聞社
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8月6日（木）読売新聞社
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。
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磁
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し
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狩
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潤
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。
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迎
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だ
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台
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史
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右
岸
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＃
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岡
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友
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＇
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憎
＂
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